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国見町あつかし山

奥州合戦

八百年祭

８゙ ９

8 月

今年は、 文治５年(  1189 ) に阿津賀志山を舞台 と

し て激戦が くり広げら れた奥州 合戦から、 ちょう ど800

年 目にあ たります。

こ の戦いは奥州 を支配し平泉 を本拠とし栄華を誇

っ ていた藤 原氏を、 全国平定 をねら う源頼朝率いる

鎌 倉軍が攻 め滅ぼ そうとしたものでした。

合戦の舞台になっ た阿津賀志山中腹の旧奥州街道、

大木戸字長坂にのぼり が設置 されまし た。



八 百年祭
今
年
は
、
文
治
五

年
（

一
一
八
九
）
阿
津
賀
志
山
を
舞
台
に
、

藤
原
泰
衡
の
守
る
奥
州
軍
と
、
源
頼
朝
の
串
い
る
鎌
倉
軍
が
激

戦
を
く
り
広
げ
た
奥
州
合
戦
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
八
百
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

町
内
に
は
藤
原
氏
が
築
い
た
阿
津
賀
志
山
防
塁
跡
が
残
さ
れ

て

お
り
、
昭
和
五
十
六
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
記
念
す
べ
き

八
百
年

を
機

に
、
記
念
事
業

を
計

画

、
「
国

見
町
あ
つ
か
し
山
奥
州
合

戦
八
百
年

祭
実
行
委
員

会
」

が
発

足
し

、
記
念
誌
の
発
行

、
町
内
メ
イ

ン
ス
ト

リ
ー
ト

を
練

り
歩
く
武
者

行
列

、
阿
津
賀
志
山
々
頂
に
記
念
碑

を
建
立

す
る

な
ど

、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
て
取

り
組

ん
で

お

り
ま
す

。

ま
た
、
町
民
皆
さ
ん
を
は
じ
め
町
内
各
事
巣

所
な
ど
か
ら

、

記
念
事
業
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

、
多
大
の

ご
協
賛

を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

奥
州
合
戦
八
百
年
祭

記
念
事
業

◆
史

跡

整

備

○
史
跡
保
存
管
理
計
画
の
策
定

○
史
跡
案
内
椒
・
裏
示
板
の
設
置

‐‐‐

咀

槻
、

硯
石
、

義
経

の
腰
掛

松
ほ

か

つ
史
跡
説
明
扱
の
設
置

ド
ニ
爪
堀
、
阿
津
賀
志
山
々
肌

ほ
か

◆
記
　

念
　

誌

Ｃ
奥
州
介
戦
八
ｆ日
年
記
念
誌
の
発
行

Ａ
５
版

、
総

カ
ラ

ー
写
貞
．

国見町あつかし山 奥州合戦800年祭推進組織
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本　 田　 占　 助
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国 見 町 あ つ か し 山

奥州合戦
小
乍
校
高
学
年
か
ら
中
幸
毟
向

け
に
編
襲
し
、
凡
月
ド
句
発
行

予
定
、
町
内
包
戸
配
布

◆
武

者

行

列

し
源
義
経
今
中
心
と
し
た
武
者
行
列

０

１

９

ｊ

ｌ

ｌ

ｊ

２

Ｉ
（

Ｆ

）

出
陣
式
↓

武
者
行
列

へ‐
公
尺
館

’１
藤
川
小
学
校
ｙ

◆
記
　

念
　

碑

ご
阿
津
靫
志
山
气
墳
に
哇
な

碑
文
『
迫
憶
の
碑
』

谷
＆
妻
鑑
』
の
一
文
を
抜
搾
し

刻
字
）

◆
文
　

化
　

祭

‐‐

奥
川
（
ｎ
戦

八
白
年

耻
画
展

1
0月
2
9
H～
Ｈ
り
５

卜

・ご
奥
川
（
口
職
八

．白
堕

ご
念
七

化
祭

Ｈ
川

３
日

～
５

凵

◆
広
　
　
　
　

報

○
ポ
ス
タ
ー
．

パ
ン
フ
レ
／
卜
、
チ

ラ

シ
の
作
成

Ｏ
看
板
の
作
成

町
内
三
か
所

○
記
念
絵
（

ガ
キ
の
作
成

三
枚

一
組

、
町
内
（
）
戸

に
配
布

◆
そ
　

の
　

他

Ｃ
国
見
の
叫
手
記
録
ビ
デ
オ
の
製
作

つ
二
重
堀
合
戦
パ
ノ
ラ
マ
模
型
作
成

○
史
跡
め
ぐ
り
健
康
ウ

ー
ー
キ
ン
グ

▲出来上がったＰＲ用ミニのぱり

～ かわ いい 武 者 姿を

ご覧ください～

大木戸小学校「子ども夏祭り」

秘了･で工人してf卜･ た甲S'1略で、かわいい

武者たちが合戦をくり広げます

日　 時　 ８月20  日 ( 日 )　　 午後 ４時

場　 噺　 大木 戸小学 艇校庭

圭　 催　 人木戸 小ＰＴ Ａ実 行委員 会

▲毳板（公立蒔田総合病院前交差点）

あ つ か し 山 奥 州 合 俄

ナ イト ウ ォー ク ラリ ー
ホラ只を先頭に ’たいま气 をかぎしly樫山山匯まで

歩きま才
ll　 畤　8  月 日 (　'|: 後５時:訓吩 藤川小川賢

ll　り･ 藤!ll ･』,出発－ltl押山 々lfげ 議 ―腰 川.･jヽ到 着

】7::衵　　　19:Ix1　　　2 】:15

受1 ヽ1　午後511=μ･ ふ･，

携1｢,1111･懐中電灯・ ら↓ うらん・軽 食・雨只など

,． 川 見町あっか!. 山奥川 介職八j'μ|-･記念公
ll n'

川 見 町 あ かい|吹 州ａ戦,.1､|'μF祭7jjj 剔 ｕI



昭和63年度に使った国保医療費

一世帯当たり　33万円

一人当たり　　11万円

平
成
元
年
度
の
国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
は
、

七
億
五
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
九
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

伸
び
た
の
は
、
み
ん
な
で
使
う
医
療
費
の
増
加
と
、
受
診
率
の

高
い
の
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
お
も
に
国
民
健
康
保
険
と
国
保
税
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
人
十
一
万
円
の

医
療
費

今
年
度
の
国
保
特
別
会
計
に
占
め

る
医
療
費
給
付
の
劃
合
は
、
歳
出
総

顴
の
九
一
％
に
ｉ
た
る
六
億
四
千
二

百
四
十
八
万
円
で
、
昨
年
度
と
比

べ

て

．
〇
・
四
％
の
増
と
な
・
て
い
ま

す
．こ

れ
を
月
割
り
に
す
る
と
、
五
千

三
百
五
十
四
万
円
の
医
腺
費
給
付
と

な
り
、
年
間
一
世
帯
当
た
り
約
二
十

五
万
円
、
一
人
当
た
り
で
は
約
十
三

万

円

と

な

り

ま

す

。

前

年

度

の

医

腺

費

給

付

実

積

は

、

一

世

帯

当

た

り

約

三

十

一
。

１１
．力

円

（

負

担

し

て

い

た

だ

い

た

国

保

税

は

約

十

八

万

円

）

、

一

人

屶

た

り

で

は

約

十

。
万

円

（

同

じ

く

国

保

税

は

約

六

万

円

）

と

な

り

ま

す

。

医

療

賢

が

少

な

く

な

れ

ば

、

当

然

負

担

す

べ

き

国

保

脱

か

少

な

く

な

り

ま

す

。

一

人

ひ

と

り

か

常

に

健

康

に

注

意

し

。

適

正

な

受

診

に

努

め

、

医

療

賢

上

井

に

ス

ト

’

プ

を

か

け

ま

し

平成元年度　国 保 税 税 率
Ｋ　　 分 ��課税割合 �税　 率 �前年度税率�対　 比

応能

割 �

所 得 割 �42 ％ �6.60 ％ �5  .79 % �H4.0 ％

�資産割 �10 ％ �37,36％ �36.10 % �103.5％

応

益

割 �

被保険者

均 等 割 �33
％ �１人当たり23.497

円 �
１人当たり22.664

円 �103.7
％

�世帯別平等割�15 ％ �
墮 帯 当 たり32.373

円 �1

貴帚当たり30.0
円 �107.7

％

国
保
税
率
決
ま
る

平
成
元
年
度
の
国
保
税
（
現
年
度

課
税
分
）
は
、
三
億
二
千
四
十
五
万

七
千
円
で
、
前
年
に
比

べ
、
三
百
五

十
七
万
五
ｆ
円
の
減
、
串
に
し
て
一

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

岡
保
税
は
。
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

治
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

こ
の
財
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
か
、
納
期
内

完
納
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

国 保 税

○
一
世
帯
当
た
り

一
八
二
、
七
〇
〇
円

○
一
人
当
た
り

六
一
、
四
七
二
円

国保税計算例（４人家族の場合）

・所　得 額　1  .5 . 円

・課税標準額　1  ､ 270. 円

・固定資産税　　55､O0  0円（平均額）

Ｉ．所　得　割83,820 円（l,270,000 円×Ｊｔ§§-）

ｕ．資 産 割20,548 円(  55 ､ 网円×亅!16r ）

I. 均　等 割93,988 円(  23.497円×４人）

Ⅳ ．平　等 割32.373 円（１世帯当たり32.373 円:

計　　　230.700 円

※最高課Ｓ!限度額　420.000 円



健
康
を
守
る
た
め

人
問
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

～
佃
人
負
担
は
一
割
で
す
～

町
で
は
、
働
き
盛
り
で
忙
し
い
青

年
・
壮
年
・
実
年
の
杵
さ
ん
を
対
象

に
、
入
院
（
一
泊
二
日
）
人
間
ド
ッ

ク
、
日
帰
り
【

】
日
）
人
間
ド
ッ
ク

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

☆
対
象
者

国
見
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
6
9歳
ま
で
の
方
。

入
院
人
間
ド
ッ
ク
、
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
と
も
申
し
込
み
順
各
百
名

☆
検
診
期
日

Ｈ
入
院
（
一
泊
二
日
）
人
間
ド

″
ク

平
成
元
年
1
0月
～
平
成
２
年
３
月

ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜
日
。

冖
一
日
帰
り
（
一
日
）
人
間
ド
ッ
ク

平
成
２
年
１
月
～
３
月
ま
で
の
毎

退
水
・
木
曜
日
。

ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
も
。
受

診
者
と
病
院
の
都
合
を
調
整
し

て
検
診
日
を
決
定
し
ま
す
。

☆
検
診
場
所

☆
検
査
項
目

公
立
藤
田
総
合
病
院

Ｈ
入
院
（
一
泊
二
日
）
人
間
ド
ッ
ク

身
体
計
測
、
呼
吸
器
系
検
査
、
循

環
器
系
検
賓
、
腎
機
能
系
検
査
、

胃
腸
系
検
査
、
胆
の
う
系
検
査
、

肝
機
能
系
検
査
、
糖
尿
系
検
窪
、

血
液
検
査

（
各
項

目

と
も
詳
細

に

検
査
）

口
日
帰
り

二

日
）
人
間
ド

″
ク

入
院
人
間
ド
ッ
ク
か
ら
、
腎
機
能

系
検
査
、
胆
の
う
系
検
宣
を
除
い

た
全
検
査
項
目
。

☆
検
査
結
果
と
事
後
相
導

検
査
結
果
に
基
づ
き
、
健
康
指
導

を
必
要
と
す
る
時
は
。
医
師
の
指

示
、
あ
る
い
は
保
健
婦
に
よ
り
事

後
指
導
を
行
う
。

☆
人
間
ド
ッ
ク
の
料
金

凵
‥
入
院
［

］
泊
二
日
）
人
間
ド
ッ
ク

の
検
査
料
は
五
万
六
千
六
百
五
卜

円
（
消
賢
税
込
）

※
町
の
負
担
　
五
万
一
千
五
十
円

※
飼
人
負
担
　
　

五
千
六
百
円

口
日
帰
り
（
一
日
）
人
間
ド
ッ
ク
の

検
査
料
は
二
万
五
千
七
’ｎ
五
十
円

（
洲
費
税
込
）

※
町
の
負
担
　
二
万
三
千
二
百
五

十
円
。

※
個
人
負
担
　
　

二
千
五
百
円

☆
申
し
込
み
方
法

個
人
負
担
金
を
添
え
て
、
直
接
町

保
健
牒
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
申
し
込
み
期
限

平
成
元
年
８
月
3
1日
（
木
）
ま
で

○
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
。
詳
し
く

は
町
保
健
踝
国
保
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

雷
八
五
１
一
二

一
一

（
内
線
一
四
三
）

老
人
保
健
の
医
療
費

昭
和
六
卜
二
年
度
の
老
人
保
健
医

療
費
は
、
約
四
億
七
千
二
肖
万
円
に

遠
し
ま
し

た
。

老
人
一
人
当
た
り
に
し
ま
す
と
。

約
三
十
八
万
一
千
円
か
か
・
だ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
医
療
費
は
、
図
の
と
お
り
保

険
者
の
拠
出
金
や
国
、
県
の
楠
助
金

な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
首

い
か
え
れ
ば
、
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の

家
族
か
納
め
て

い
る
国
保
税
・
杜
会

保
険
料
で
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
見
町
の
老
人
保
健

医
療
の
特
徴
と
し
て
、
受
診
串
の
高

い
こ
と
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
贋
の

匸
Ξ

７

九

％
（
県
平
均
一
一
〇
％
）
は
、
県
内

で
も
卜
７
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は

匸
こ
四
・
〇
％

の
受
診
率
で
し
た
。

医
療
機
閲
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
受
給
者
数
も
着
実
に
延
び

て
お
り
、
わ
か
町
に
も
。
少
し
ず
っ

で
は
あ
り
ま
す
か
、
高
齢
化
の
波
か

押
し
寄
せ
て
お
り
．
医
療
賢
の
増
加

も
必
至
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

、
人
生
八
十
年
時
代
”
を
迎
え
た

い
ま
、
皆
さ
ん
か
健
曝
で
楽
し
い
老

後
を
送
る
た
め
に
も
．
生
き
か
い
を

持
つ
な
ど
し
て
．
一
人
ひ
と
り
か
健

康
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
．

豊かな老後を生きる健康作戦毎日欠かさ ず運

動を。特に歩行
習慣を大切に。

十 分な 睡眠を 。

そ のため には

早 めに 床に入

るこ と が大 切。

お年寄りの健康生活
愚低でも年１回

の健康診断で健

康をチェツクす
る 。

１日１回は便

通を。できれ

ば洋式トイレ
に。

趣味をもつ。趣

味は生きがいと
なるぱかりでな

く 。社会的な活
勘の鮪囲を広げ
る 。

I家 庭内で の事

故 や交 通事故

に 注憲。

政簀健保

組合健保

船貝保険

共済組合

国民健保

国

9.440万円

県
2.3 万円

町
2.  0万円

医療費総額

４億

7 .2 万円



優良
国保健康世帯

国保健康老人
を表彰

昭
和
六
十
三
年
度
中
（
昭
和
六
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
元
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
）
に
、
一
度
も
診
療

を
受
け
な
か
っ
た
健
康
世
帯
と
健
康

老
人
の
表
彰
式
が
、
八
月
十
日
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
六

十
五
世
帯
の
健
康
歐
帯
と
。
四
十
四

人
の
健
康
老
人
で
、
こ
の
方
々
に
共

通
し
て

い
え
る
こ
と
は
、
常
に
継
康

に
対
す
る
自
覚
と
、
自
分
に
適
し
た

健
康
法
を
む
ち
、
実
践
し
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

一
人
ひ
と
り
か
『
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
』
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

次
に
。
表
彰
さ
れ
た
健
康
世
帯
、

健
康
老
人
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
康
世
帯

敬
称
略

口

十
二
年
辿
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
菅
野
秋
雄
（
内
谷
東
）

口

十
一
年
辿
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
吉

田
タ

カ
（
貝

田
）

口

九
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
引
地
幸
一
（
駅
前
）

口
六
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
大
竹
竹
夫
（
本
町
）

口
五
年
迎
続
世
帯
（
三
世
帯
）

▽
松

浦
信

（
竜

山
）
　

▽
佐

野
正

光

（
第

九
）
　

▽

上
沢
芳

正
（
大

木
戸

）

口
四
年
連
続
世
帯
（
四
世
帯
）

▽
菊
地
ア
サ
子
（
大
町
南
）
　
▽
佐

藤
次
郎
（
山
崎
小
舘
）
　
▽
鴨
田
常

雄
｛
小
坂
｝
　
▽
佐
藤
定
次
（
只
田
）

口

卜
乍
連
統
世
帯
（
九
世
芭

▽
宍

戸
且

郎

（
山
崎
小
舘

）
　

▽
菊

地

清
（
源

宗
山

東
）
　

▽
原

田
清

治

（
太

田
川

）
　

▽
豊
田

操
（
源
宗

山

西
）
　

▽

閥
本

東
（
板

槁
）
　

▽
高

檎

栄
子
（

太
田

川
）
　

▽
阿
部

幸
雄

（
泉

田
下

）
　

▽
武
田

富
夫

（
第
三

）

▽
松

浦
伍

郎

（
築
舘
）

口
二
年
連
統
世
帯
（
十
二
世
帯
）

▽
秦
檳
毒
｛
錦
町
｝
　
▽
石
川
好
一

（
錦
町
）
　
▽
幕
田
種
雄
（
宮
東
）

▽
菊
地
吉
伴
（
石
毋
田
原
）
　
▽
瀬

戸
健
二
郎
（
駅
前
）
　
▽
井
砂
の
り

枝
（
山
崎
小
舘
）
　
▽
高
橋
茂
（
源

宗
山
西
）
　
▽
佐
藤
鵬
男
（
泉
田
中
）

▽
鈴
木
フ
ミ
（
板
橘
）
　
▽
鴨
田
忠

二
（
内
谷
東
）
　
▽
引
地
久
夫
（
徳

江
北
）
　
▽
阿
部
岑
生
（
大
木
戸
）

「
」
一
年
世

帯

（
三
十

三
世
帯

）

▽

新
妻

準
（
錦

町
）
　

▽
冨
永

和
子

（
錦
町
）
　

▽
還
職

重
蔵

（
大

町
北

）

▽

半
沢

幸
祐

（
宮
町
南

）
　

▽
秦

長

藏

（
宮

町
北
）
　

▽

安
達
正
春

（
鶉

町

）
　

▽
小
野

ウ
メ

子
（
宮
東

）

▽

中
野
浩

串

（
鶉
町

）
　

▽
吉

川
英

寿

（
石
母

田
東

）
　

▽
佐
藤
ま

ち
よ

（
上

野
）
　

▽

佐
久
間

マ
サ
イ

（
上

野

）
　

▽
鴨
田

思
次
郎

（
山
崎
舘

）

▽
佐

藤
直

治

（
山
崎
舘

）
　

▽
松
野

友

冶
｛
滝

山
｝
　

▽
菊

地
ミ
サ

（
滝

山
）
　

▽

佐
職
亮

一

（
源

宗
山
東

）

▽
徳

江
吉

郎

（
滝

山
》
　

▽
大

津
ケ

サ
ミ

（
源
宗

山
西

）
　

▽
高
橋

文
子

｛
板
橋

｝
　

▽

斎
藤

隆
（
源
宗

山
西
）

▽
斎

藤
琴

（
小
坂

）
　

▽
小
鹿

眷
治

（
泉

田
上
）
　

▽
野
村

フ
ク
ヰ

（
泉

田
上

）
　

▽
武
田

一
郎

｛
泉
田
下

｝

▽
高

野
久
古

（
鳥
取

）
　

▽
村
上

善

衛

（
徳

江
北

）
　

▽
大

波
茂

（
第

九
）

▽
後
藤

忠

一

（
高
城

）
　

▽
吉
川

弥

吉

（
山
根

）
　

▽
佐
藤

正
一

（
並
柳

）

▽

小
林
健

（
中
部

）
　

▽
佐
藤

要
蔵

（
北

部
）
　

▽

鈴
木

富
治
（
中
部

）

健
康
老

人
（
4
4
人
）

敬
称
略

▽
後

藤
マ

ツ
（
錦

町
）
　

▽
新

妻
準

（
錦

町
）
　

▽
宇
佐

美

ヤ
イ
子

（
錦

町
）
　

▽
徳

江
喜

策

（
宮

町
南

）

▽
秦

ミ
サ

ホ
（
宮

町
北
）
　

▽
阿

部

ク
ラ

ヨ

（
石

母
田
表

）
　

▽
松

浦
椎

治
郎

（
石
母

田
西
）
　

▽

高
檎
市

三

郎

（
山
崎
北

）
　

▽
村
上

嘉
一

（
山

崎
北
）
　

▽
吉
田
（

ル

（
山
崎
舘

）

▽
浅

野
ユ
イ

（
滝

山
）
　

▽
内
村

ス

イ

（
太

田
川

）
　

▽
阿
部

幸
雄

（
泉

田
下

）
　

▽
鈴
木

ヒ
ロ
ノ

（
太
田

川
）

▽
小

野
寺
テ

ル

（
泉

田
中

）
　

▽
田

中
（

ツ

（
第

こ
　

▽
佐

久
聞

八
郎

（
第

二
）
　

▽
斎
藤

小
太

郎

（
第

四
）

▽
斎

藤
リ

ン
（
第
四

）
　

▽
斎
藤

兼

吉

（
徳

江
北

）
　

▽
斎
藤

イ
ネ

（
徳

江
北
）
　

▽
佐
麗
充

作

（
第

七
）

▽
佐
藤

翕
治

（
第
十

二
）
　

▽
佐

藤

セ
イ

（
第
十

二
）
　

▽
佐
久

間
一

衛

（
第
十
ご
）
　
▽
菊
地
久
七
（
第
十
二
ｙ

▽
大
槻

済

（
只

田
）
　

▽
阿

部
ク

ラ

（
大
木

戸
）
　

▽
忍

い
ｐ
｀
を

（
大

木

戸
）
　

▽
瀬

戸
ト
ミ

ヨ

（
中

部
）

▽
瀬

戸
周
蔵

（
中
部

）
　

▽
小
林

一

助

（
原

町
）
　

▽
鈴

木
カ

ツ
イ

（
川

内

）
　

▽
鈴

木
フ
サ

ノ

（
川
内

）

▽
小

野
ウ
メ

子

（
宮
東

）
　

▽
幕

田

種
雄

（
宮
東

）
　

▽
瀬
戸

舜
郎

（
上

野
）
　

▽
佐

久
間

マ
サ
イ

（
上

野
）

▽
佐
藤

ま
ち

よ

（
上

野
）
　

▽
高

橋

政
太
郎

（
山

崎
小
舘

）
　

▽
黒
岩

吉

武

（
源

宗
山
北

）
　

▽
吉
田

マ
ツ

ノ

（
山
崎
舘

）
　

▽

菅

野
キ

ヨ
ノ

（
内

谷
東
）
　

▽

菊
地
キ

チ

（
第

十
）



ふるさとの文化財
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森山村国見における
二重堀と西根上堰跡

菊　池　利　雄

阿
津
賀
志
防
塁
が
、
地
元
で
二
重

堀
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ほ
ぼ

完
全
な
形
で
現
存
す
る
遺
構
と
し
て

は
未
端
部
に
近
い
西
大
枝
の
宇
下
二

重
堀
と
、
厚
樫
山
麓
の
旧
国
道
沿
い

に
あ
る
森
山
宇
東
国
見
地
内
に
見
る

こ
と
か
で
き
る
が
、
こ
こ
で

は
先

日
筆
者
が
行
っ
た
棟
紀
の
現
地
調
査

に
つ
い
て
、
簡
瞋
な
レ
ポ
ー
ト
を
ま

と
め
て

み
た

い
．

森

山
村
の
字

東
国

見
、
西

国
見

は

厚
樫

山

の
東
南
鮠
郎

に
突

き
で

た
舌

状

台

地
で

、
南
側

は
瀧
川

の
旧
河

道

前

期

？

東
側
ａ

水

川
に
よ

っ

て

解
折

さ

れ
た
谷
底
平

地
で

、
台

地

（
標
高

八
十

二
μ

）

と
谷
低

郎
と

の

比

高
は

約
一

六
ｕ

を

は
か
る

段
丘

崖

を

な
し

て
お

り
、
こ
の

こ
と

は
北
西

境

に
あ

る
大
木

戸
の
竹

ノ
花

は
、

崖

の
端

を
さ
す

地
名

か
ら
も

窺

い
知
る

こ
と

か
で
き

る
・
（
一`一一
一`一
黔

）一

こ
の
両

宇

の
西
端
石

母
田
村

と
の

境

に
沿

’
て

は
、
旧
奥

州
道
中

が
、

畏

坂
と
呼

ば
れ

る
傾
斜

の
き

っ
い
道

が
直
線
状

に
厚
樫

山
中

腹
の

国
見
峠

へ
と
通

じ
て

い
た
か
、

明
治

十
七
～

八

年

に
か
け
て

、
畤
の

県
令

三
鳥
通

睹
に
よ

り
て
現

佐
藤
英

夫
氏
宅

の
前

か

ら
東

側
に
大

き
く
迂

回
す

る
車
馬

の

通
れ

る
よ
う

な
道
路
［
四
皿
恥
］
）
に

付
替
え

が
な
さ
れ
て
い
る
．
ま
た

、
酉

根

上
堰

は
標
高

約
八
〇
Ｍ

の

線
に
沿

っ
て
石

母
田
よ

り
当
東

岡
見

地
内

に

流
入
し

て

お
り
、
大

木
戸
村

と

の
旧

村

境
下

を
約

五
〇
ｕ

に
わ

た
っ
て
台

地

を
廊
下
（
瑟

ｙ
で
く

り
抜

き
流

れ

て

い
る

か
、
こ

れ
は
明

泊
時
代

の
初

め
に
改
良

工
事

が
施

さ
れ
た
も

の
で
、

明
治

十

七
年

に
作

成
さ
れ

た

「
森

山

村
地

籍
図
」｛
悶

り

に
よ

れ
ぱ
、

上

図
の
よ

う

に
国
見
台

地
の
縁

の
部

分

を

約
三

二
五
ｕ

に
わ

た
っ
て

迂
回
し

て
堀

ら

れ
て
お

り
、
こ

の
地
内

で
の

新
堰
は
旧
堰
と
比
較
し
て
約
二
四
五

Ｍ
ほ
ど
短
か
く
な

り
て
い
る
。

旧
国
道
西
側
の
旧
堰
跡
は
約
一
五

〇
Ｕ
に
わ
た
り
て
、
阿
津
賀
志
山
防

塁
北
側
の
空
堀
を
転
用
し
た
も
の
で
、

中
央
部
の
土
塁
跡
は
東
国
見
と
西
国

見
の
字
境
で
、
か
つ
て
は
森
山
・
徳

江
の
人
々
が
前
山
と
呼
ば
れ
た
厚
樫

山
近
辺
地
の
草
刈
山
や
、
森
山
峠
越

に
小
原
山
｛
一
瓢
『

』
の
入
会
地
へ
通

う
山
道
と
し
て
利
用
が
な
さ
れ
て
お

り
、
南
側
の
防
塁
遺
構
は
良
く
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

昭
和
十
年
頃
当
時
の
福
島
県
史
跡
調

査
嘱
託
堀
江
繁
太
郎
氏
か
描
い
た
、

二
重
堀
の
ス
ケ
ッ
チ
画
恨
が
福
島
県

立
図
書
館
や
大
木
戸
村
郷
土
誌

呉

｛
ｔ

に
残
さ
れ
て
お
り
、
北
側
の
空

堀
遺
構
が
現
況
、
両
帳
と
も
明
確
で

な
い
の
は
、
堰
廃
庸
後
の
埋
立
て
に

よ

う
て
原
形
か
失
な
わ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。

旧
堰
は
こ
こ
で
旧
国
道
を
越
え
て

曲
折
し
な
が
ら
東
国
見
の
五
一
番
・

五
十
二
番
・
五
十
三
番
・
六
〇
番
の

一
部
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
堰
跡
が
、

原
野
状
に
わ
ず
か
に
そ
の
痕
跡
を
と

ど
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
北
側
の
堰

跡
は
、
遠
藤
久
幸
氏
の
宅
地
と
な
っ

て
削
罕
さ
れ
、
旧
地
形
は
残
さ
れ
て

い
な
い
か
、
段
丘
崖
の
中
腹
部
を
横

断
し
な
が
ら
佐
藤
（

ツ
氏
宅
付
近
で

現
在
の
西
根
上
堰
に
連
ら
な
っ
て
い

た
。

献
血
に
1
1
6
名
が
協
力

七
月
十
七
日
、
県
の
移
動
採
血
車

が
來
町
し
ま
し
た
。
今
回
は
小
坂
小

学
校
前
を
は
じ
め
、
町
内
四
か
所
で

献
血
活
動
を
行

い
、
1
1
6
名
（
申
し
込

み
者
は
1
3
3
名
）
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
・

（
順
不
同

・

敬
称
略

）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す

（

一

般

協

力

》

商

擒
　
　

力

横

山

照

鴒

高

原

妊

古

・
後

藤

征

男

渡

辺

昭

平

佐

藤

利

夫

小

坂

精

一

斎

藤

ト

ヨ

菊

地

芳

昇

佐

藤

美
由
紀

・
斎

藤

規

雄

秋

葉

多
希
子

《
清
水
製
作
所
》

横

山

修

三

佐

藤
　

修

渡

辺
　
一
　
仁

瀬

野

次

男

岡

崎
　

薫

・
荻

原
　
　

宏

斎
　
　

栄

子

阿

部

克

己

武

田

古

弘

（
褸
歐
製
作
所
）

斎

藤

章

子

八

鳥
　
　

癬

高

橋

慎

二

渡

辺

三

列

・
斎

藤

光

幸

丸

山

新

＆

佐

一

富

藏

佐

藤

鵬

雄

大
久
保
　
　

浩

ｉ

見
精
機
》

・
金

子

兼

司

高

機

秋

子

佐

藤

ｇ

久
男

佐

藤

紀

子

熊

坂
　
　

捷

佐

藤

弘

子

佐

藤

八
爪
子

阿

郎

澄

子

商

橋

テ
ッ
子

鈴

木
　

司

斎

藤

正

美

引

地

一

憲

後

膝

忠
　
一

本

多

洋
　
】

後

藤

徳

良

佐

藤

幸

油

倥

藤

信

芳

奮
　
　

善

五

谷

津

俊

樹

松

浦

金

蔵

大

波
　

努

佐

藤

幸

弘

高

橋
　
　

守

片

平

忠

夫

吉

田

昌

二

我

妻

三

男

滴

水

貞

夫

寺

島

正

男

片

平

恵
美
子

大

価

順

一

矢

目

富
士
子

斎

藤

敏

枝

高

橋

庄

次

・
斎

藤

信

之

曳

地

智

徳

佐

藤

朝

子

松

浦

チ

イ

佐

藤

忠
笑
子

・
菅

野
　
　

実

《
商
工
会
》

阿

郎

豪

一

鈴

木

俊

博

佐
久
間

ヨ

ネ

（
一

見
町
一

協
》

安
孫
子
　
　

正

・
半

沢

雅

炙

田

卷

浩

一

本

田

政

子

・
佐

藤
　
　

隆

後

藤

好

美

秦
　
　

仲

予

横

山

タ

キ

吉

田

と
き
子

攸

藤

二

男

熊

坂

文

男

ｉ

鳥
信
用
倉
庫
国
見
支
店
）

大

槻

裏
理
子

《

県

北

流

域

下

水

遭

建

鈔

事

務

所

》

三

洲

雄

三

四

家

竹

子

（
皿
見
町
役
場
》

佐
久
間
　
　

茂

曹

啄

文

子

奥

山

隆

夫

宍

戸

浩

寿

佐

蘓

克

成

引

地

由

則

安

藤

希

江

佐

藤

光

男

古

田

義

勝

古

田

吉

夫

八

巻

忠

義

鈴

木

哲

也

武

田

正

裕

佐

藤
　
　

孝

阿

部

価

男

佐

藤

則

雄

羽
根
ｍ

孝

司

武

田

幹

夫

井

砂

喜
代
子

武

田

友

江

佐

野
　
　

功

鈴

木

捷

陥

吉

田

恵

子

遼

藤

喜

正

阿

部

正

一

須

田

善

治

菊

地

弘

美

武

田

慶

子

松
浦
惣
一
さ
ん
に

金
色
有
功
章

五
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
に
畊

ら
れ
る
日
本
赤
十
字
社
の
金
色
有
功

章
が
松
浦
惣
一
さ
ん
（
藤
田
字
南
三

七
）
に
、
ま
た
、
三
十
回
以
上
協
力

さ
れ
た
平
舘
浩
さ
ん
（
藤
田
字
南
六

九
）
と
穗
苅
栄
泊
さ
ん
（
藤
田
宇
北

七
〇
）
の
お
二
人
に
銀
色
有
功
章
が

そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．



電
気
の
安
全

使
う
あ
な
た
が
主
役
で
す

八
月

は
電
気

使
用

安
全

月
間
で

す
。

感
電
災
客

は
、

七
月

か

ら
九
月

の
Ｉ
’‐。

か
月
間

に
集
中

し
て

発
生

し
て

い
ま

す
。
夏

場
は

皮
膚

の
露
出

部
分

が
多

く
、
発
汗

に
よ

っ
て
皮

膚
が

ぬ
れ
る

な
ど

、
人
体

の
抵

抗
は
小

さ

く
な

っ

て
電
気

が
通

り
や

す
く

な
り

ま
す

。

ま

た
、
夏

場

は
疲
労

か

ら
注
意
力

が
散

漫
と

な
り

が
ち

な
の
で

、
こ
の

点

か
ら
も

、
毎
年

八

月
に
通
商

産
業

省
の

主
唱

の
も

と

「
電

気
使

用
安

全

運
助

」

が
全
国

一
斉

に
行

わ
れ

ま
す
。

感
電
災

害
を

防
止

す
る

に
は

。
不

良

の
電
気

設

傭
を
な

く
し

、
み

ん
な

で

電
気

の
取
扱

い
に
注
意

す
る

こ
と

が
必
嬰
で

す

。

ご
存
知
で
す
か

検
察
審
査
会

子
ど
も
が
交
通
事
故
で
大
け
が
を

し
た
。
で
も
卓
を
連
転
し
て
い
た
人

は
、
裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
に
い
る
。

お
か
し
い
…
…
…
そ
ん
な
疑
問
に
検
察

審
査
会
は
答
え
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
遡
ば
れ
た
十
一
人
の
検

察
審
査
貝
が
、
市
民
の
目
で
、
検
察

官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と

を
主
な
仕
串
と
し
て
い
ま
す
。

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
島
市
花
園
町
丘
番

四
五
号
福
島
地
方
巌
判
所
内
相
鳥
検

察
審
査
会
事
務
局
（
Ｉ

ニ
四

上

二

丘
六
、
内
線
二
七
四

）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

福
島
県
勤
労
者

美
術
展
覧
会
の

作
品
を
募
集

福
鳥
県
、
福
島
県
教
育
委
只
会
、

福
鳥
県
労
政
協
会
主
催
、
福
鳥
県
労

働
福
祉
協
議
会
、
福
鳥
県
労
働
金
庫

な
ど
擒
援
の
第
二
十
八
回
福
島
県
勤

労
者
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

作
品
の
規
格

日
本
画
　
六
号
か
ら
百
号
ま
で
。

洋

画
　
日
本
画
に
準
ず
る
。

（
版

画
を
含

む

）

耆

額
装
仕
上
り
9
0
7
2
1
2
1

以
内
ま
た
は
1
3
6`×

ぽ

以

内
・

（
刻

字
を
含

む

）

写

真

四

ツ
切
以
上

。
組
写

真

は
一
’一

枚
ま
で

を
一
点

と

し
、

レ
イ
ア

ウ
ト

を
付

す

る
こ
と

。

装

丁
囗
日

本
画

・
洋
画

・

｀
‥
に

つ

い
て

は
額
装

し
、
写

真

に
つ

い
て
は

パ
・
不
ル
張

り

と
す

る
。

口

各
部
門

と

も
ガ
ラ
ス

を
使

用
し

な

い
こ

と

。｛

ア

ク
リ
ル

は
可

｝

日
作

品
の

裏

に
、
掲
示

用
の

フ

″

ク
・
紐

な

ど
を
付

け
る
こ

と

。

出
品
奮

県
内
の
助
労
者
の
作
品
で
未
発
表

の
も
の
。

出
晶
点
破

一

筏
目

一
点

と
す
る

。

出
品
手
続

出
品
は
、
所
定
の
用
紙
に
所
用
夲

項
を
記
人
し
、
作
品
搬
人
と
同
畔

に
提
出
す
る
こ
と
。

會
　
期

九
月

七
日
｛

木

｝
～
九

月
卜
日
（
口
ｙ

翕
　
場

福
鳥
県
文
化
セ
ン
タ
ー
　
一
二
階
展

示
窒

搬

入
九
月
一
日
　
十
一
時
～
十
九
時

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
西
口

※
鮮
し
く
は
、
福
島
県
労
政
課
（
昔

二
一
一

一
一
一
『

内
線
四
〇
七
．ｊ

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

あ
の
人
は

今
ど
こ
に

県
警
で
は
、
例
年
、
お
盆
の
時
期

に
家
出
人
の
所
在
硫
認
や
身
元
不
明

死
者
の
身
元
確
認
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
県
内
で
家
出
な
ど
に
よ

り
行
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
過
去

や
年
で
約
五
百
人
も
お
り
、
自
殺
や

乍
故
で
亡
く
な
っ
た
の
に
身
元
が
判

明
し
て
い
な
い
方
は
六
十
五
人
に
違

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
八
月
中
の
一
か
月
間

を
「
家
出
人
、
行
方
不
川
者
を
さ
が

す
月
間
」
と
し
て
、
警
禦
本
部
鑑
識

課
及
び
各
警
察
署
に
相
談
所
を
常
設

し
、
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

行
方
不
明
者

発
見
の
た
め
に

家
出
人
捜
索
の
届
出
は
。
届
出
人

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
で
受

理
し
て

い
ま
す
。

警
察
署
で
は
、
家
出
人
の
家
族
な

ど
か
ら
事
情
を
聞
き
。
家
出
人
が
立

ち
寄
る
と
思
わ
れ
る
地
域
の
警
察
警

へ
捜
索
の
手
配
を
行
っ
て
発
兄
。
保

謾
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
定
期
間
経
過
し
て
も
な
お
発
見

さ
れ
な
い
鳩
合
は
、
家
出
人
の
氏
名
、

身
体
特
徴
。
着
衣
、
所
持
品
な
ど
を

記
載
し
。
顔
写
真
を
貼
っ
た
資
料
を

作
成
し
て
各
都
道
府
県
警
察
本
部
へ

送
り
、
身
元
不
明
死
者
の
資
科
と
の

対
照
を
行
い
、
身
元
の
確
認
に
努
め

て
い
ま
す
。

家
出
人
捜
索
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
桑
折
警
察
署
藤
田
駐
在
所

｛

酋
八
五

―
二
○
五
九
｝
ま
で
。

若
者
の
無
謀
運
転
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

暴
走
の
終
点
は

悲
劇
の
始
ま
り

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
で

は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
遇
ぎ
や
信
号

無
視
な
ど
無
謀
な
運
転
に
よ
る
も
の

が
、
大
変
目
立
っ
て

い
ま
す
。

レ
ー
サ
ー
気
取
り
で
ス
ピ
ー
ド
を

楽
し
む
若
者
が
多
く
兒
ら
れ
ま
す
が
、

危
険
を
知
っ
た
う
え
で
自
分
の
技
量

に
合
わ
せ
た
余
裕
の
あ
る
運
転
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

追
放
し

よ
う
夕・

暴
走
族

最
近
の
暴
走
族
は
、
深
夜
ゲ
リ
ラ

型
に
出
没
し
、
周
囲
の
迷
惑
を
顧
み

な
い
ば
か
り
か
、
強
盗
や
窃
盗
な
ど

の
凶
悪
な
犯
罪
を
敢
行
す
る
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

植
走
族
を
兒
た
と
き
は
。
た
め
ら

わ
ず
1
1
0
番
を
お
噸
い
し
ま
す
。

今

月

の

納

税

今
月

は
、
町

県
民
税

・
国

保
税

の

納
税
の

月
で

す
。

お
忘

れ

な
く
、
納
川

限
｛

八
月
一
’一

十
一
日
ｙ

ま

で
に
納

入
し

ま
し

よ
う

。



く
ら
し
の

ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ

最
近
、
砂
糖
・
大
豆
な
ど
の
商
品

先
物
取
引
を
し
て
い
る
業
者
が
「
２

～
３
ヶ
月
で
2
0万
の
利
子
を
つ
け
て

お
返
し
し
ま
す
」
「
銀
行
利
子
よ
り

お
得
で
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
盛

ん
に
電
話
勧
誘
し
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
こ
う
し
た
う
ま
い
儲

け
話
に
は
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

’
商
品
先
物
取
引
”
と
は
、
あ
る
商

品
の
価
格
が
将
来
上
が
る
こ
と
を
見

込
ん
で
投
資
し
、
相
場
の
変
動
に
よ

っ
て
利
益
を
稼
ぐ
商
法
で
す
。

こ
の
商
法
は
、
仕
組
み
が
専
門
的

で
。
一
般
の
人
に
は
な
か
な
か
理
解

し
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に
つ
け

こ
ん
で
、
む
ず
か
し
い
表
現
や
専
門

用
語
を
使
っ
て
、
ヶ
ム
に
巻
き
ま
す
。

と
て
も
素
人
が
気
楽
に
始
め
ら
れ

る
性
質
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
誘
わ
れ
て
も
断
固
拒
否
す

ぺ
き
で
す
。

万
一
。
こ
ん
な
ケ
ー
ス
で
お
困
り

の
方
は
、
早
急
に
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（

霑
ニ

ー

○
九
九
九
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

公
立
藤
田
病
院
組
合

職

員

を

募
集

平
成
二
年
度
採
用
の
公
立
藤
田
病

院
組
合
職
貝
（
大
学
卒
程
度
）
探
用

候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
大
学
卒
程
度
）

昭
和
4
1年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
4
3

年
４
月
１
口
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
。
平
成
２
年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
兄
込
み
の
者
。

Ξ
、
試
験
の
期
日
及
び
鳩
所

平

成
元

年
1
0
月
１
日
（

日

）

午
前
９

時

か
ら
受

付

福
鳥
県
自
治
会
館
（
県
庁
西
隣
り
）

二
次
試
験
に
つ
い
て
は
合
格
者
に

題
知
し
ま
す
。

四
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

Ｈ
申
込
用
紙
は
公
立
藤
田
総
合
病

院
で
交
付
し
ま
す
。

０
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
公
立
藤
田
総
合
病
院
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
票
を

受
傾
し
た
と
き
は
、
最
近
６
か

月
以
内
に
撮
彫
し
た
本
人
の
写

真
（
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向

き
、
縦
６
ｍ
χ
横
4
.
5
｀
）
を
は

っ
て
、
受
験
当
日
に
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

自
受
付
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
８

月
3
1日
ま
で
（
執
務
時
間
中

に

限
り
ま
す
）
郵
送
の
場
合
は
、

８
月
效一
日
ま
で
の
消
印
有
効
。

詳
し
く
は
、
公
立
藤
田
総
合
病
院

庶
務
課
｛
魯
八
五
－

二

ご

二

｝

に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

９

月

９

日

は

「

救

急

の

日

」

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
。
も
し
け
が

人
や
急
病
人
が
出
た
ら
ど
う
さ
れ
ま

す
か
。
慌
て
て
し
ま
っ
て
戸
惑
っ
た

鰹
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切

な
応
急
手
当

が
、
そ
の
人
の
生
命
を

守

り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
応
急
手
当
の
知
識

を

身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。

消
防
署
で
は
、
八
月
十
五
日
か
ら

九
月
十
四

日
ま
で
「
救
魯
応
急
手
当

講
習
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し

ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
会
は
団
体
、
グ

ル

ー
プ
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
と
し

て

お
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
団

体
な
ど
は
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分

署
（
き
八
二
－

三
一
九
〇
）
ま
で
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸 籍 の 窓 口
( ７月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

亮( り ょ う)佐藤　 浩 大 町 北

七 息(な な え)尾形 広治 宮 町 北

文 音(あ や ね)井砂 秀明 北　 部

真季子(ま き こ)本田 清美 宮　 東

佑 衣(ゆ　 い)八番 保一 大 町 南

結婚おめでとうございます

氏　　名

石 川 渦 流

古 瀬 文 子

町内会

大 町 北

福 鳥 市

おくやみ申し上げ ます

氏　　 名　　 年齢　　 町内会

熊 坂 サ ッ　　83　　 内 谷 東

渡 辺 カ ネ　　89　　 光 明 寺

後 藤 生 人　　54　　 源宗山西

松 浦 ウメヲ　　76　　 並　 抑

鈴 木 金太郎　　68　　jll　 内

三 木　ミチ子　　60　　 山崎小鰭

人口 と世 帯
８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
口 一男53 人 （７-3 ）

･女6.213  人 ( ｰ 6 )

･針11  ､ 5 人 （－ ９）

世帯数2.925 戸（－ｌ）

転 入　 ７人

転 出　15人

出　生　 ５人

死 亡　 ６人

心配ごと相談日
場 所 ： 役輿 二 階 相 鴣 塞 ｛東側入口●らお入り７きい｝

時 間 ： ９時 ～12 時

こまっ たことや。相談ごとがあり ましたら、

お飢軽にご 相破下さい。秘密は絶対に守ります。
〔相 破 員〕

６月25日（金）吉田　三夫・長谷川キン

り月５日（火）阿部 俊恒・村上ミチ子

９月14日（木）後藤　 －・玉手マルヨ

８月　葉月（はづき）

17日（木）j禰 月

23日（水）処 暑

26日（土）小中 学校

！　　　　 二学期始業式

30日,.（水）防災邏関 Ｊ

９月　長月(ながつき)

１日（金） 二百 十日

防 災の日

９日（土） 救急 の日

14 日（木） 十五 夜

j5 日丿盒）.敬老 の日



国 見町 公 民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5

公
民
館
だ
よ
り

阿
津
賀
志
学
級

活
発
な
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
学
習

阿
津
賀
志
学
級
は
六
十
才
以
上
を

対
象
と
し
、
開
設
の
目
的
、
努
力
事

項
に
基
づ
き
学
習
課
閣
を
設
定
し
、

年
間
十
五
回
の
全
体
学
習
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

学
級
生
三
百
四
名
が
受
講
し
て
い

ま
す
か
、
更
に
個
々
の
趣
味
や
教
養

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
主
体
的
な

学
習
の
機
会
を
設
け
る
た
め
に
、
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
も
、
園
芸
、
手
芸
、
書
道
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
杜
女
ダ
ン
ス
の
．ｋ

グ
ル
ー
プ
か
あ
り
、
自
分
の
好
き
な

グ
ル
ー
プ
に
自
由
に
入
る
こ
と
か
で

き
、
希
望
に
よ

”
て
は
二
つ
以
ｋ
の

グ
ル
ー
プ
で
学
習
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
習
日
を
重

複
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

出
席
率
も
八
十
％
帆
後
と
よ

い
状

況
で
す
。
こ
れ
む
、
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
個
々
に
即
し
て
懇
切
ｒ

牢
に
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
る
講
師
の
先
生
方

の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝

い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
学
級
生
の
相
瓦
学
習

を
と
お
し
て
教
え
合
い
、
学
び
合
う

こ
と
に
よ
り
、
親
睦
と
連
帯
意
餓
か

い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
き
て
い
る
か
ら

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
よ
り
充
実
し
た
学
習
に
な

る
よ
う
運
営
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
数
多
く
の
方
々
の
出
席
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

Ａ毎回多くの学級生が参加

塚

野

日

チ

ー

ム

が
優

勝

～
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
会
～

第
十
同
町
の
少
乍
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
、
教
育
委
ｎ

会
、
公
民
館

主
催
で
、
去
る
七
月
三
4‐
日
、
山
崎

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
各
地
区
の
小
学
校

四
年
～
六
年
の
脚
女
児
童
で
編
成
す

る
ハ
チ

ー
ム
か
参
加
し
。
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
熱
戦
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
塚
野
Ｈ
チ
ー
ム
が
優
勝
、

凖
優
勝
宮
北
チ

ー
ム
。
第
ご
。位
は
人

木
戸
Ａ
チ

ー
ム
で
し
た
。

４各賦合とも熱戦を展開

初
心
者
募
集
中

～
国
見
ダ
ン
ス

愛

好
会
～

倒
見
ダ
ン
ス
愛
好
会
で
は
、
健
康

増
進
を
図
り
、
リ
ズ
ム
感
を
身
に
つ

け
よ
う
と
毎
週
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

今
回
、
次
の
要
領
に
よ
り
初
心
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
。
奮
『

で
ご
人
会
く
だ
さ
い
。

記

一
、
練
習

日

こ
、
場

所

九
月
一
日
（
金
）
よ
り

毎
刈
月
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
气
持
参

す
る

も
の
　

ズ

″
々
／

四
、
連
絡

先

国
見
町
大
字
山
崎
字
宮
前
2
5ノ
ー

井

砂
　

の

り
枝

（

竈
八
五
－

二
九
二
〇

）

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修
実
施
さ
れ
る

七
月

二
十

二
日

か
ら
三
日

問
、

町

内

の
小

学
生

か
一
同

に
会
し

。
よ

り

多

く
の

友
達

を

つ
く

り
、
友

愉
を
深

め
。
心

身
共

に
健
康

な
体
を

つ
ぐ

る

こ

と
を

め
ぎ
し

て
行

わ
れ
ま
し

た

。

キ

ャ
ン
プ
に

は

。’
。干

。一
名

が
参
加

し

て
、
宮

城
県
白

石
市

福
岡

に
あ
る

国
立

南
蔵

王
疔

少
年

野
営
場
で

二
泊

二
日

で
実
施

さ

れ
ま
し

た
。

研

修

は
、
テ

ン
ト
設
営

、
藏
ｆ

山

輹
で

の
（

イ

キ

ン
グ
、

キ
ャ

ン
プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー

、
班

ご
と
に
自

か
ら

の
炊

飯

活
動

な
ど

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

に
富
ん

だ
内
容

に
元

気
・
｝
抔

楽

し
み
ま

し
た

。

りよだツ一ポス
心べにフづ夕イ″四｀ｍ四

りよＩ金ぐ日―月９きと

ドンウラグ中北県

会大ツ
ー

ボス湮伊◇

―日ぐ日０１月９日銅予１日く日３月Ｑ

″

きと

ト
　ー

コスニテ
　

民
　

町

彫撮念記で曩全者加参▲



ひ
さ
ん
な
キ
ャ
ン
プ

藤
田
小
五
年
　
武
田
　
亜
弓

生
ま
れ
て
初
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
な

の
で
、
ち
ょ
っ
と
き
ん
ち
ょ
う
し
た

よ
う
だ
け
ど
と
て
も
良
い
経
験
を
し

ま
し
た
。
今
は
キ
ャ
ン
プ
な
ん
か
家

族
で
行
く
け
れ
ど
、
う
ち
の
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
、
み
ん
な
の
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
よ
り
ち
ょ
っ
と
年
を

と
っ
て
い
る
か
ら
、
テ
ン
ト
の
組
み

立
て
方
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ス
キ
ー

も
そ
う
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど

こ
に
も
行
け
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
南
蔵
王
に
行
き
ま
し
た
。

テ
ン
ト
は
広
い
十
人
用
だ
っ
た
け
ど
、

夜
、
ね
る
時
は
せ
ま
く
感
じ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
の
真
ん
中
に
鉄
の
ぽ
う
が
あ

り
、
そ
れ
を
区
切
り
に
入
口
の
方
に

三
人
、
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
ね
る
人

が
ぽ
う
か
じ
ゃ
ま
で
、
真
ん
中
よ
り

も
左
に
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
左
側
の
方
の
人
が
一
人
づ
っ
づ

れ
て
、
私
か
一
番
は
し
に
い
た
の
で

地
面
に
は
み
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

都
合
か
い
い
こ
と
に
。
そ
こ
は
ち
ょ

う
ど
坂
に
な
っ
て

い
て
、
テ
ン
ト
の

あ
る
所
が
あ
い
て

い
て
、
ず
る
ず
る

下
が
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

て
も
ひ
さ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

は
じ
っ
こ
の
方
に
ね
な
け
れ
ば
よ
か

つ
た
と
思
い
、
も
し
。
来
年
も
参
加

し

た
ら
、
ぜ
っ
た
い
す
み
の
方
に
は

ね
な
い
ぞ
／・
と
思

い
ま
し
た
。

●まずはテント毅曾

は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ

藤
田
小
五
年
　
本
田
　
若
子

七
月
二
十
二
日
、
わ
た
し
に
は
、

は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

そ
の
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
も
。
一
番

楽
し
か
っ
た
の
は
、
す
い
飯
活
動
で

し
た
。

食
事

の
し

た
く
を
す
る
と
き
、
わ

た
し
は
決
ま
っ
て

ご
戲
た
き
を
や
り

ま
し
た
。

最
初
。
飯
ご
う
に
、
米
を
入
れ
ま

し
た
。
米
と
ぎ
は
み
ん
な
で
き
ま
し

た
か
、
水
を
入
れ
る
分
量
か
わ
か
ら

な
く
て
大
変
で
し
た
。

多
目
に
入
れ
た
り
、
少
な
く
入
れ

た
り
、
あ
ん
ま
り
い
い
ご
飯
か
で
き

な
く
て
、
二
十
四
日
の
朝
は
、
お
か

ゆ
に
ち
か
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
き
を
く

べ
る
と
き
は
、
山
の
よ

う
に
少
し
立
て
て
お
か
な
い
と
あ
ま

り
よ
く
も
え
ま
せ
ん
。
最
初
は
細
い

た
き
っ
け
の
木
を
く
べ
て
い
き
ま
し

た
。パ

チ
バ
チ
パ
チ
バ
チ

し
ば
ら
く
す
る
と
け
む
り
が
出
て

き
ま
す
。
わ
た
し
は
、
か
ま
ど
の
後

ろ
に
立
っ
て
い
た
の
で
、
け
む
り
で

む
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

後
か
ら
後
か
ら
木
を
く
べ
る
と
、

音
を
立
て
て
火
の
粉
か
と
び
ま
す
。

と
き
ど
き
、
火
が
弱
ま
る
と
、
息

を
強
く
は
い
て
風
を
送
り
ま
す
。

し

ば
ら
く
そ
ん
な
こ
と
を
く
り
返

し
て

い
る
と
、
飯
ご
う
の
中
か
ら
さ

っ
き
入
れ
て
き
た
米
じ
る
が
で
て
き

ま
す
。
そ
れ
か
出
な
く
な
る
ま
で
や

り
、
か
わ
い
て
の
り
に
な
る
ま
で
た

く
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
待
っ
て

い
る
時
間
か
わ
た
し
に
は
、
長
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
は
、
料
理
を
や
っ
て
い
る
人

達
の
所
へ
行
こ
う
か
な
と
思
っ
た
の

で
す
か
、
や

り
ば
り
、
ご
飯
た
き
の

係
な
の
だ
か
ら
。
こ
こ
で
待
っ
て
い

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
出
て
き
た
米
し
る
が
。

飯
ご
う
に
く

り
つ
い
て
。
か
た
ま

り

て
き
ま
し
た
。

「
や
っ
た
あ
Ｊ

他
の
班
よ
り
も
速
く
で
き
ま
し
た
．

後
は
、
飯
ご
う
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

む
す
だ
け
で
す
．

自
分
た
ち
だ
け
で
作
っ
た
ご
は
ん

の
お
い
し
さ
は
格
別
で
し
た
．

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

大
木
戸
小
五
年
　
岡
田
セ
イ
子

私
は
、
国
見
町
少
年
仲
間

づ
く
り

教
室
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
の
は

今
年
で
二
度
目
で
す
。
去
年
は
霊
山

で
の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
か
、
残
念
な

か
ら
、
私
は
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
の
た

め
に
み
ん
な
よ
り
早
く
帰
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
最
後
ま
で

み
ん
な
と
参
加
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
期
待
し
て

い
た
よ
り
つ
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、

残
念
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

（

イ
キ
ン
グ
の
と
中
で
雨
が
ふ
っ
て

き
て
も
ど
っ
た
こ
と
と
、
い
っ
も
早

ね
、
早
起
き
？
・
と
い
っ
て
も
。
す

い
み
ん
時
間
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
い

た
の
で
す
か
、
み
ん
な
早
く
起
き
た

の
で
、
私
も
起
き
て
し
ま
っ
て
朝
半

分
、
ね
む
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

一
日
目
は
、
南
蔵
王
に
着
い
て
か

ら
、
私
は
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
を
、

や
り
ま
し
た
。
何
回
か
練
習
を
し
て

い
ま
し
た
か
、
な
か
な
か
じ
ょ
う
ず

に
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
昼
食
を
作

っ
て
も
ら
い
…
…
と
曹
っ
て
も
、
と

ん
汁
で
す
け
ど
。
み
ん
な
で
食
べ
る

の
は
、
い
つ
も
お
い
し
い
で
す
。

夕
食
は
『
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
』
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
「
『
イ
キ

ン
グ
』
は
、
私
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
け

ど
、
半
分
ぐ
ら

い
歩
い
た
ら
、
雨
か

ふ
っ
て
き
て
、
も
ど
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
・

と
て
も
ぎ
ん
ね
ん
で
し

た
・

そ
し
て
っ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
各

班
の
出
し
物
か
と
て
も
じ
ょ
う
ず
で
、

お
も
し
ろ
か
・
た
で
す
。
私
の
班
は
、

げ
き
で
、
「
う
ら
し
ま
じ
い
さ
ん
、

ぱ
あ
さ
ん
」
と
い
う
の
を
や
り
ま
し

た
。
私
は
、
ば
あ
さ
ん
の
役
で
し
た

が
、
セ
リ
フ
を
忘
れ
て
し
ま
い
。
失

敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

三
日
間
の
内
で
、
一
番
お
も
し
ろ

か

り
た
で
す
。
と
っ
て
も
っ
か
れ
ま

し
た
。

▲きょうのメニューは？



さ
わ
や
か

ミ
ス
ピ
ー
チ

モ

モ
の

最
盛

期
を

迎
え

た
ヒ

月
二

十
六

日
、

お

い
し

い
福
島

の
く
だ

も

の
を

全
国

に
Ｐ
Ｒ

す

る
「

翻
ミ
ス

ピ

ー
テ

」

が
役
鳩

を
訪

問
し

ま
し
た

。

こ

の
日

訪
問

し
た

ミ
ス

ピ
ー
チ

は
、

喞
檎

修
ｆ

さ
ん

（
2
0
）、
中
山

真
実

さ

ん
（
1
8
）、
唯
木

宏
美

さ
ん
（

趾

、
渡

辺
典
子

さ

ん
｛
９一
｝、
海

老
名

祐
子

さ

ん
｛
1
9
ｔ

今

年
で

第
二

十
七
代

目
の

ミ
ス

ピ

ー
チ

十
人

の
う

ち
の

五
人
で

、

柳
橋

さ
ん

ら
は

［
抃
く

、

お
い
し

い

福
島

産
の
モ

モ
を

は
じ

め
、
ナ

シ
、

リ
ン

ゴ
な

ど
を
令
国

に
売
り

込
み
ま

す
］

と
語

っ
て

い
ま
し

た
。

今

後
。

ミ
ス

ピ
ー
チ

は
福

鳥
駅
新

幹
線

ホ

ー
ム
で
の

即
売

Ｐ
Ｒ
や

テ
レ

ビ
出
演

な

ど
、
束

京

・
大

阪

班
と
東

北

・
北

海

道
班

に
分

か
れ
て

販
売
Ｐ

Ｒ

に
活
躍

し
ま

す
。

な

お
、
八

月
卜

。一
日

か

ら
卜

六
日

ま
で

は
、

お
盆
の

帰

省
富
で

に
ぎ
わ

う
東
北

自
動

車
国

兄
サ

ー

ビ
ス

エ
リ

ア
で

も
モ
モ

の
販

売

に
活
躍

’
｝
ま
す

。

▲ミスピーチが富永町長を表敬訪問

素
晴
ら
し
い
演
奏
に

う
っ
と
り

国
見

町
人

技

ふ
る
咀
祭

り

が
、
ヒ

月
ニ

ト

。
日

、
西
人

技

の
大
技

広
場

で

行

わ
れ

ま
し
た

。

全
国

各
地

で
ふ

る
さ

と
削
生

が

グ

ロ
ー

ズ
ア

ノ
ブ
さ

れ
て

い
る
中

、
夏

休

み
の

呼
少
年

の
健

全
育

成
と
地

域

の

活
性

化
を
図

り

、
村

お
こ
し

に
役

立

て
よ

う
と
国

見
町

大
技

ふ
る
皿

祭

り

実
行
委

員
会
（
王

予

忠
一

委
八
艮

）

が
主
催

し
て

閧

い
た

も
の

で
す

。

当

口

は
、
海
Ｌ

自

衛
隊

横
須
賀

在

楽

隊
｛

青
木

凱
征
隊

長

｝
の
隊
ｎ

四

十

名
を

迎
え

、「
ラ

ソ
パ
吹

き
の
休
日

」

「

オ

ー
バ
ー

・
ザ

ー
レ
イ

ン
ボ

ー
」

「

キ
ャ
リ

オ

カ
」
「

横
須
賀

ス
ト

ー

リ

ー
」
な

ど
を
演

奏

し
、
訪

れ
た
多

く
の
黻
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
横
須

貿
政
楽
隊
の
皆
さ
ん
は
高
度
な
演
奏

技
術
を
も
ら
。
国
内
は
も
と
よ
り
世

界
各
国
で
の
演
奏
活
勦
を
通
じ
、
国

際
親
粹
に
も
人
き
な
役
割
を
ｍ
｀
た
し

て
い
ま
す
。

砿
奏
会
に
続

い
て
カ
ラ
オ
ヶ
大
会

も
行
わ
れ
、
。
。十
人
が
Ｈ
ご
ろ
の
ノ

ド
を
競
い
合

い
、
に
ぎ
や
か
で
豪
し

い
交
流
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲聴衆を艇了した海上自衛隊横須賀音楽衂

薬
草
教
室

開
か
れ
る

町
保
健
課
と
町
健
庫
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
、
健
康
づ
く
り
推
進
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
「
薬
草
教
室
」

が
、
匕
月
二
卜
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
。
日
本
園
芸
協
会
桁
導
委

八
な
ど
を
務
め
る
薬
草
研
究
家
の
大

沢
章
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
さ

れ
た
約
四
十
人
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心

に
講
義
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
は
身
近
に
あ
る
薬
草
の
探
取

と
調
整
法
、
そ
の
効
用
な
ど
に
つ
い

て
騨
し
い
説
明
が
あ
り
、
受
講
さ
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
然
の
入
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。んさ″″心゛よ″

大
に
ぎ
わ
い

納
涼
歩
行
者
天
国

町
商
Ｉ
会
青
年
部
（
岡
崎
長
市
部

艮

）
が
、
商
店
街
と
町
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
八
日
瓦
Ｈ
午
後
四
時
か

ら
「
第
二
回
納
沖
歩
行
者
天
岡
」
を

閧
催
し
ま
し
た
。

町
中
心
部
の
旧
四
り
国

道
約
こ
。白

六
卜
に
を
会
場
に
も
ち
つ
き
、
風
船

割
り
、
シ
ャ
ン
ヶ
ン
。
腕
欄
撲
の
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
ｆ
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

ま
た
、
午
後
七
時
か
ら
は
会
場
中

央
の
沢
屋
酒
店
前
に
設
け
ら
れ
た
持

設
や
ぐ
ら
を
囲
み
。
盆
踊
り
が
ス
タ

ー
ト
。
ゆ
か
た
姿
や
仮
装
に
身
を
包

ん
だ
大
勢
の
人
た
ち
が
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

るが広が輪のり蹣ずらわかかもに雨▲

編
集
日
記

０
。″`
本
冊

を
迎

え
、

各
地
で

に
ぎ

や

か
に

。″`
祭

り
が
開
催

さ
れ
て

い
ま

す
。

私
た

ち
の
町
で

も
恒
例

の
花

火
人
会

。

納

涼
歩

行
者
天

川
な

ど
か
行

わ

れ
。

浴
衣
姿

の
子

ど
む

た
ち
で

に
ぎ

わ

っ

て

い
ま
す

。
夏

の
楽

し

い
思

い
出

を

た
く

き
ん

つ
く

っ
て

欲
し

い
む

の
で

ｔＯ
８

月
６

卜
台
風

旧
号

が
福
島

県
を

直
撃
「
。
最

盛
期
を
迎

え

た
桃

の
落

ド
。

道
路

の
損
壊

な
ど

の
被

害
か

発
生

。

テ

レ

ビ
で

各
地
の

被
害
状

況

か
報

道

さ

れ
る

た
び
に
、

ち

ょ
う

ど

３
年
前

の

８
・
５
水

碑
を

思

い
出

し

ま
す

。

駑
汀
・
編
鶚

国
兄
町
企

期
　
甚
　
ミ
　
三

町
大
字
藤
Ⅲ
字
一
Ｔ
Ⅲ
こ
２
の
Ｉ

一

九
六
九
…

七
　

ａ

八
）こ
同
丘
二
八
．紅
１
．
．
．
：

一
代
裹
』
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